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分種表にでている種類は 401種である。

〔記載〕 乙乙では，目・科・属及び種の検索をとり入れ. 500以上の記臓が行われて

いる。取扱った数は前記した如く 401種が権威を以て報告されており，そして乙れらの変

種及び品種が134つけ加へられている。

終りに改訂版(1957)と初版(1卿7)の両方を照合し，海藻の取扱い方の差異の主なもの

を拾ってみると，先ず 1937 年版では緑音量門，補習車内，紅務~~の 3 ~~であったが. 1957年

版では緑藻と栂藻の聞に Xanthophyceae門を設けたとと，即ち本改訂版では4門を取扱

っている乙とを挙げなければならない。

次に改訂版と初版を順次みて行くと，改訂版にのみ新しくみられる名前と初版Ir.ゐっ

たが改訂版にみられなくなった名前があるのでEれを拾ってみた。新たにみられる綱名は

Heterosiphonales (Xanthophyceae)で， みられなくなった綴名は到lopteridales(調書車

類)である。新Tこにみられる科名は Chaetopeltidaceae.Gomontiaceae (以上緑藻類); 

Acrothrica目前. :Punetariaeeae. Sargassaceae (以上褐藻類); Aerochaetiaceae. 

Furcellariaceae (以上紅藻類)。 みられなくなった科名は Trentepoh¥iaceae(緑藻類);

Asperoco巴caceae(褐部類); Chantransiaceae (紅藻類)。亦新たにみられる属名では，

印 lorococcum.EctochaAJte. DがochQ，(Jte.Uro8pora (以上緑藻類);Giffordia. Eudesme. 

呪p加erotrichia.Stuoptera (以上褐部類);Jil/.l.rcellaria. Ptilotα(以上紅務類、。そしてみ

られなくなった属名は HormIBcia(緑議類);Aegかa.Mesogloiα• Phlωospora. Gobia， 

Phylla同， (以上補穣類);Colaconema (紅部類)等でゐる。種名，変種名，品種名等につ

いては乙れぞ省略する。亦科・腐のシノニウム色省略する。鋼部類の Stilophoraceaeは

初版ではPunctariale:;の中Ir.ゐったが，改訂版では Chordarialesの中に移っている。

(舟橋説往一一北海道大学理学部縞物学教室)

学会録事

藻類関係者の集まり

昭和32年度日本水産学会秋季大会第1日の10月9日午後6時から，函館市湯川町有

郷荏1'1:.於て，苦属類関係者の親陸を主主ねて談話会を関儲した。 出席者は 20名で時困層E博士

の挨拶の後，瀬川宗吉博士から「琉球の諾」と題する肩の凝らない内容豊かな，琉球の旅

の思い出話などあり，各種の趣味的なコレクションを回覧し乍ら，彼地の最近の情勢と.

琉球の藻類の生態の輪廓，特にその水平並びIr.霊直分布に就ての報告があってから，和や

かな雰囲気の中に会食11:移った.

談笑の閲Ir.食事を絞り乍ら，順次自己紹介を行い，多〈の思い出穏や活湿な希望，建

設的な怠見など出て，名残りのつきないままに午後9時過ぎ散会した.

函館では昭和'z1年9月26自民当時の日本水産学会秋季大会に出席した数名の有志
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が~立福丸のサロ jで部類学会ω発会1<:先立つて，会則の卒採1<: ついて話合いをしてから ，

正に 5年を経過した訳であるが，その問民会只数が '2537名に達し，当初の尽僚の 300名花

今一歩という状態にゐる事法，本会の急速な発展の跡を如実1(示すものであり 7旬Ir.喜ば

しい ζ とである。 1tJ，今回のwまりは，北海道漁業協同組合迎合会と波山支庁水産泌の特
別な御後援K よって開催する事が出来たもので感謝 Ir.堪えない。(近江彦~記)

日本藻類学会第5回総会記事

日本泌類学会第5同総会状況(J二)

並びに講演会(ti:)

本会第5回総会l立去る 10月12日午後 6時過乞

より約31時間近くにわたり，東京都立大学理学部会

議室で~ur出 されたミ当日は臼本組物学会大会第一日

目のとととて， H~席会只;ま 45 名に迷し，その他数名

の来聴者がゐって今までにない盛会となった。しか

し，折恋しく山田会長は 9月中旬来フラン只Ir.出夜中で，総会Iq却に合う様に帰国する予

定でゐったが，飛行機の使の都合で山府不可能になり，会長不在のままで会合が行われた。

次lr.当日の模様を報告する。

1. 閉会宣言 : 中村幹事。

2 議長選山 . 例年の様:r.地兄会n巾より ~m熊俊道l怜ijl を選山した。

3. 庶Fb，会計報告 : 古色 K本誌m5老会第HHr.同封した 31年度報告に基づいて，

川崎幹事lJ;rm~ 及び舟橋幹事(会計うより詳細な報告と質疑応対する応答がゐった。なお，

Eの報告の中 ('10月7日現伝の会長数は 287名1<:iJ!している乙とが明か托されに。

4 会長選出 ・ 本年は会長改選の年Ir.ゐ1こって居7こが，前述の様Ir.山岡会長が不在

のため1(， 3， 4の会只から質問及び窓見が述べられた。しかし.結局前固までと同僚に投

票を b って新会長を選出する乙とになった。幹事の古i!~容により夕食を iH りながら投票が行

われた。その結果，山田幸男前会長が多数袈をもって選挙された。斯くして同会長の帰国

後，幹部より Eの結果を報告する Eとを約して新会長の選出を終った。

5. その他 : 自由1M!誌に於いて主として，新崎氏.瀬木氏等を中心1<:数名の会只
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の聞で， 藻類紙上Ir.園内で発表される藻類関係論文のりスト(出来得れば摘要も)を掲載

し，叉上記両氏が個人的に外部より依頼されている己れらの仕事を学会に於いて行う乙と

について怠見や希望が述べられた。この話合いの中からは結論は出きれなかったが.今後

の重要な課題として検討したいと思う。

6. 閉会宣言: 中村幹事。

講演

渡辺篤民(東大応微研 r微細藻類について」
カラースライド映写

岡田喜一民(長崎大水産学部)rヲクマリモとオキチモヅヲの自生地」
終了は 9時20分頃となった。なお，今回の総会の開催について，特に快適な会場を用

意して下された会員加崎英男氏.大房剛民及び初手伝をいただいた東京都立大学理学部の

学生諸君Ir.厚〈御礼を申し上げる。

総会出席会員

秋山 優 新崎盛敏 深瀬 語長 福島 博

舟橋説往 古谷庫造 平野 実 広瀬弘幸

生駒義博 稲垣貫 一 入来義彦 岩城住江

香村真徳 加崎英男 川崎昭= 北見秀夫

北野一彦 小林鑓子 丸山 晃 松浦正郎

御般政明 内藤詳三 中村義輝 申沢信午

野田光蔵 野沢 f告治 大房 闘。 岡図書ー

沢田武男 瀬川宗吉 瀬木紀男 志平依久子

清水 厳 園田幸朗 末松四郎 須藤俊造

須賀瑛文 問中 間t 谷口森俊 建 武

千原光雄 坪 由宏 梅崎 勇 渡辺 篤

吉田忠生 (ABC順)

本会会員松浦茂寿氏は去る昭和32年9月20日，病気のため逝去されま

した。乙乙Ir.議んで哀俸の怠を表します。

日本務類学会
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